
　この書面は，事案の内容を事前にうかがうためのものですから，申立ての際に提出してください。

歳
婚姻期間（内縁期間を含む）

歳
現在までの別居期間

□　ある

平成・令和　　　　　　　　年　　　　　　　　月ころ

　　　　　　　　　　　家庭裁判所　　　　　　　　　　　　　支部

　　　                                                    　　　　　　

平成・令和　　　　　　　　年　（　　　　　　　）　第　　　　　　　　　　　号

□　今も続いている

□　既に終わった

□　ない

□　伝えた

□　伝えていない

□　同居している

□　別居している

平成・令和　　　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日

□　取り決めをしていない

□　取り決めをしている　　　

平成・令和　　　　　年　　　　　月　　　　　日

□口頭　□念書　□公正証書　□調停　□審判　□和解

（□相手方／□申立人）は，（□申立人／□相手方）に対し，

平成・令和　　 　　年　 　　　月から　 　　　　　　　まで，毎月　　　 　　　　　円支払う

支払いは，取り決めどおり □　されている（している）

□　されていない（していない）　

伝えていない理由：

婚姻費用（婚姻期間
中の生活費）の取り決
めは，されています
か。

この申立てをすること
を相手方に伝えまし
たか。

別 居 し た 日 ：

申　立　人（あなた）　

裁 判 所 ：

申 立 人 氏 名 ：

事 件 番 号 ：

事 情 説 明 書　（夫婦関係調整）

内 容 ：

取 り 決 め 日 ：

種 類 ：

時 期 ：

　この書面の写しは相手方には送付されませんが，相手方の申請により，相手方がこの書面を見たり，写し
を取ったりする場合があります。

相手方の反応：

現在，相手方と同居
していますか。

この問題で，これまで
調停や審判を利用し
たことがありますか。

夫婦関係が不和と
なった事情，その後
のいきさつなどを記
入してください。

相　手　方　

年
　
齢

期
　
間 　　　　年　　　　月

　　　　年　　　　月



□　現在まで定期的に実施されている

平成・令和　　  　　　　年　　　  　　　月から

□　現在まで不定期に実施されている

これまでの面会交流の回数　　　　　　　　回程度

□　実施されたことはない

□　離婚すること

□　子どものこと（□親権　　□面会交流　　□養育費　　□その他）

□　財産分与又は慰謝料の額

□　生活費のこと

□　その他

年齢 続柄 年齢 続柄

月収（手取り）　　　　　約 円    月収（手取り）　　　　　　　　約

賞与（年　　回）　　　計約 円    賞与（年　　回）　　　　　 計約

実家等の援助を受けている    実家等の援助を受けている

　　　　　　　　　　　月額約 円 　　　　　　　　　　　　　　　月額約

生活保護等を受けている    生活保護等を受けている

　　　　　　　　　　　月額約 円 　　　　　　　　　　　　　　　月額約

円

今回の調停での争い
となる点は，何と思い
ますか。

現在，同居中の家族に
ついて記載してください
（あなたを含む）。

※あなたと相手方が同居中の
場合は，申立人（あなた）欄に
記入してください。

不定期の理由：　

実施されない理由：　

申　立　人（あなた）
職業・学年

相　手　方
職業・学年氏　名氏　名

円

これまでの面会交流
（離れて暮らしている
親と子が会うこと）の
実施状況を書いてく
ださい。

収入はどのくらいで
すか。

子どものことについて
気になることがあれ
ば，記載してくださ
い。

円

       円

時 期 ：

実 施 回 数 ：


